
井上靖は昭和20年に半年間、日南町神福に家族を疎開させていまし
た。その期間を井上靖は「生涯忘れることのできないたくさんの思
い出に満たされた半年」であったと述懐し、「通夜の客」など中国山
地を題材にした小説を書いています。疎開先の家の近くに建つ記念
館「野分の館」隣の文学碑には、日南町を「天体の植民地」と表した井
上靖の詩が刻まれています。

井上 靖

日南町矢戸は松本清張の父・峯太郎の故郷で、清張のエッセイや小説
に度々登場する場所です。小説「父系の指」にも、父の腕を手枕に聞い
た日野川の流れ、大倉山、矢戸と周辺の風景を思い描くシーンが書か
れています。町内には「矢戸と松本清張を語る会」があり、その作品の
顕彰活動を続けています。矢戸には全国でも数少ない清張直筆の文
学碑が建っています。
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日南町豊栄出身の佐武林蔵は、使いやすく優良な国産の画材を作ろ
うと大正10年に「日本クレィヨン商会」を立ち上げ、「クレヨン」と「パ
ステル」から新画材「クレパス」を開発。現在の株式会社サクラクレパ
スの礎となりました。クレパスは現在、世界中で親しまれています。
また、佐武林蔵は児童画展覧会や講習会などを開催し、日本の美術教
育の底上げにも尽力しました。

日南町出身の芸術家でパリ在住。善、悪、祈り、夢など自己中心的で複
雑な内面世界を色彩豊かに表現し、高い評価を得ています。その表現
方法は油絵から版画、彫刻、執筆と幅広く、平成23年にはパリ市から
名誉賞を日本人で初めて受賞。平成27年にはフランス芸術文化勲章

（シュバリエ）を受章しました。日南町美術館の名誉館長を務め、多数
の作品を寄贈しています。

❶井上文学展示室…井上靖の長野県軽井沢
　町の別荘書斎を模している。
❷松本文学展示室…松本清張の東京都杉並
　区の居宅応接間を再現している。
❸展示室…郷土ゆかりの作家の作品や珍し
　いクレパス画などが鑑賞できる。

日南町美術館
中国自動車道・江府ICから国道181号、180
号、183号を通って車で約35分。日南町役場
隣、日南町総合文化センター内。

住所：日南町霞785
TEL：0859-77-1113
駐車場：あり
開館時間：8：30～17：00（入館は16：30まで）
休館日：月曜日、祝祭日、年末年始、展示替え期間
入館料：一般200円、高校生100円、
中学生以下は無料（企画展は別途料金有り）

佐武林蔵

人と文化

画家 サクラクレパス創始者

GREAT PEOPLE & CULTURE

フランス芸術文化勲章を受章 新画材「クレパス」を開発

「父系の指」、お父さんは日南町生まれ 日南町を「天体の植民地」と表した作家

作家 作家

足羽俊夫

松本清張文学碑
社会派文学の巨匠、松本清張氏の父が
生涯愛してやまなかった日南町矢戸に
ひっそりと佇む松本清張文学碑。隣の
日野上地域振興センター内には、清張
の資料室もあります。

住所：日南町矢戸
TEL：0859-82-1715 （日南町観光協会）

井上靖記念館 野分の館
井上靖の詩「野分」にちなんで名づけら
れた記念館。年譜や写真、原稿、著書な
どが展示されています。入室は自由で、
散策がてらじっくりと展示を見ること
ができます。

住所：日南町神福45-2
TEL：0859-82-1715 （日南町観光協会）
開館時間：9：00～16：00／料金：入館無料
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館「野分の館」隣の文学碑には、日南町を「天体の植民地」と表した井
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スの礎となりました。クレパスは現在、世界中で親しまれています。
また、佐武林蔵は児童画展覧会や講習会などを開催し、日本の美術教
育の底上げにも尽力しました。

日南町出身の芸術家でパリ在住。善、悪、祈り、夢など自己中心的で複
雑な内面世界を色彩豊かに表現し、高い評価を得ています。その表現
方法は油絵から版画、彫刻、執筆と幅広く、平成23年にはパリ市から
名誉賞を日本人で初めて受賞。平成27年にはフランス芸術文化勲章

（シュバリエ）を受章しました。日南町美術館の名誉館長を務め、多数
の作品を寄贈しています。

❶井上文学展示室…井上靖の長野県軽井沢
　町の別荘書斎を模している。
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　区の居宅応接間を再現している。
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休館日：月曜日、祝祭日、年末年始、展示替え期間
入館料：一般200円、高校生100円、
中学生以下は無料（企画展は別途料金有り）
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わ
れ
る
船
通
山

に
は
︑
有
名
な
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
神
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒﹃
古
事
記
﹄
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
︑
伝
説
の
残
る
地

を
巡
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

日
本
に
は
砂
鉄
を
原
料
と
す
る
た
た
ら

と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
製
鉄
法
が
存
在
し

ま
し
た
︒
日
野
郡
は
古
く
か
ら
た
た
ら

製
鉄
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
︒

良
質
の
砂
鉄
を
産
出
し
た
日
野
郡
の
鉄

は
﹁
印
賀
鋼
﹂
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド

品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
︑
た
た
ら
製

鉄
は
日
野
郡
の
基
幹
産
業
に
成
長
し
て

い
き
ま
す
︒
日
南
町
で
は
︑
阿
毘
縁
の

印
賀
６
号
墳
の
中
か
ら
27
㎝
の
直
刀
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
︒
地
域
の
風
習
や

言
い
伝
え
に
も
た
た
ら
に
ま
つ
わ
る
も

の
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
︒
高
天
原

か
ら
降
臨
し
た
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し
︑
大
蛇
の

尾
か
ら
得
た
天
叢
雲
剣
を
天
照
大
神
に

献
上
し
た
と
さ
れ
る
船
通
山
の
ヤ
マ
タ

ノ
オ
ロ
チ
伝
説
も
︑
そ
の
一
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
︒
日
南
町
印
賀
に
あ
る﹁
た

た
ら
の
楽
校
　
大
宮
楽
舎
﹂
で
は
︑
江

戸
中
期
か
ら
大
正
ま
で
︑
日
野
町
根
雨

の
近
藤
家
を
中
心
と
し
た
鉄
の
量
産
に

よ
り
︑日
本
の
近
代
化
を
推
進
し
た
﹁
た

た
ら
の
里
　
奥
日
野
﹂
の
歴
史
が
展
示

さ
れ
て
お
り
︑
た
た
ら
製
鉄
に
つ
い
て

詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ
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